
「政治とカネ」の不祥事が止まらない！
政治資金の公私混同疑惑で辞職に追い込まれた舛添要一都知事。

口利き・金銭授受疑惑で辞任した甘利明前経済再生担当大臣が説明
責任を果たさないまま活動再開……。国民の政治不信に拍車をかけ
る自公両党に厳しい目が向けられている。

屋形船で会議？
漬物に45万円!!! 
焼肉、すし、うなぎ、スイーツ、
一夜干し、和菓子、漬物…が「政治資金」。

舛添前都
知事持ちあげ、

真相究明にフタ
問われる自民・公明の責任

▶担いだ都知事が２代つづけて「カネ」で辞任!!
▶都議会の百条委員会※設置に反対

自民現職が支部長を務める自民党支部の交際費内訳　 （1000円以下は四捨五入）

年
交際費

内容 受け取った
政党助成金総額 飲食費

(回数) 挨拶品 慶弔費

2012 145万円 79万円
（44回） 23万円 2万円

浅草・隅田川の屋形船運行会社に飲
食代約6万円。宇治市のお茶・菓子
販売店で「挨拶品」約16万円

1000万円

2013 213万円 95万円
（41回） 46万円 5万円 京都市内の漬物店から「挨拶品」約

30万円 1200万円

2014 168万円 79万円
（32回） 56万円 0円

「挨拶品」の名目で同漬物店から約
15万円。永田町の酒屋から約13万
円。宇治市の会社から約14万円

1200万円

合計 526万円 253万円
（117回）

125万円 7万円 他に「飲食代」には焼肉、すし、うなぎ。
「挨拶品」はスイーツ、一夜干しなど 3400万円

京都
でも

あれ!? 今年3月、市民団体「政治資金オンブズマン」が自民現職と秘書を、
政治資金規正法違反の疑いで京都地検に告発。この現職が代表を務める
自民党支部は、2012年からの3年間に「飲食代」「挨拶品」などの名目で、
飲み食い、プレゼント購入に政治資金を使用していたことが政治資金収
支報告書から判明した。

現職は「舛添さんの問題……これは本当に特異な人の特異な現象」（6
月22日、中京区で）と片付けているが、国民の税金・政党助成金を計
3400万円も受けており、多額の虚偽記載と税金の私的流用疑惑への説
明責任を果たしてもらいたい。

これが
政治活動!?

しんぶん赤旗6月15日付

※通常の質疑応答では事実関係が判明しない場合などに当事者を追及する場。

しっぽ
切りってやつ？？

参院自民現職（元京都
市議）を

市民オンブズマンが 告発

検証
政治と
カネ
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日本共産党京都府委員会は次の見解を発表しました。

制度
解説

期日前投票は7月9日まで毎日投票できます
お住まいの市区町村の役場で8：30～ 20：00まで

税金は
国民みんなのために

あなたの力で政治は変わる

政党助成金とも企業・団体献金とも無縁
　　　　　を大きくしてください

「政治とカネ」事件多発？
why?

日本共産党を伸ばして
政治をチェンジ

日本共産党は政党助成金（年320億円・導入20年で6631億円）と企業・団体献金をな
くします。2014年の総選挙躍進で得た議案提案権をいかし、パーティ券を含む企
業・団体献金“全面禁止”法案、政党助成金廃止法案を提出。成立をめざします。

　「45万円分の漬物を送る京都自民現職」「税金で家族
旅行する前知事」。それくらいポケットマネーで！ と思
うのが国民の常識。なぜ、政治家はこんなに金銭感覚
がマヒするのでしょうか？　安倍内閣（第１次～３次）だけ
でも大臣が７人も「政治とカネ」で辞任しています。
　元凶は「政党助成金」と企業・団体献金。毎年、計
320億円もの政党助成金が日本共産党以外の政党に転
がり込んでくるしくみ。
　例えば自民党本部の収入の64.7％（2014年度）が政党
助成金。政党と政治家の“劣化”がすすみ、助成金目当
てに政党の離合集散も繰り返されてきました。

　そもそも政党助成金は国民１人あたり250円を、支持しない政党にも強制的

に寄附させる憲法違反の制度。巨額の金で政策を買い、政治をゆがめる企業・

団体献金。日本共産党はいっかんして政党助成金の受け取りを拒否。企業・団

体献金も受け取りません。自分たちで発行している新聞と国民からのカンパで

生計をたてています。だからこそ、大企業にもキッパリモノがいえます。

正義の弁護士39歳


